
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 25年 6月 5日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

３カ年の研究期間中、小・中学校教員との実践研究組織を通じて、小学校総合、小学校理科

第３学年１単元、第４学年３単元、６学年３単元、小学校国語第５学年２単元、第６学年１単

元、中学校理科第１分野２単元、第２分野２単元についてイメージマップを学習支援ツールと

して活用した授業実践を行った。 

その結果、小学校及び中学校の理科授業において、イメージマップを学習支援ツールとして

授業中に活用できることが明らかになった。小学校国語については、説明文単元、作文及び詩

の単元において、イメージマップを学習支援ツールとして授業中に活用できることが明らかに

なった。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The practical research group of elementary and junior high school teacher was made in 

2010-2012 fiscal year. The class that used the IMT as a study supporting tool was done. 
The breakdown of the class is as follows.  

Elementary school the Period of Integrated Study 
Elementary school Science 

     3rd grade 1 unit 
     4th grade 3 unit 
     6th grade 3 unit 

Elementary school Japanese 
    5th grade 2 unit 
    6th grade 1 unit 

Middle school Science 
              4 unit 

As a result, the following two points became clear.  
1) IMT is available in the elementary / junior high school science classroom as a study 

supporting tool. 
2) IMT is available in the elementary school Japanese classroom as a study supporting 

tool. However, it is applied only to an Explanatory note / Composition / Poetry unit 
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１．研究開始当初の背景 
イメージマップ・テスト(ＩＭＴ)は、映像

視聴能力測定・評価ツールとして開発された
（水越,吉崎,三宅,1980）。ＩＭＴは、鍵概念
から連想した言葉を同心円上に書いてそれ
らを線で結ぶだけで作成でき、学校教育現場
において広く用いられている。 
このような特徴を持つＩＭＴは、特に理科

教育の分野において授業評価ツールとして
の多く用いられている（栢野,2000,2001, 
2003,2004）。ＩＭＴは、ペーパーテストでは
捉えきれない学習者個人が持っている知識
の要素としてのさまざまな体験や経験、知識、
感情などの情報を客体化し、手がかりとして
知識の獲得状態を捉える方法として有効で
あることが報告されている（三宅,1987, 
2000）。ここでは、ＩＭＴが学習者の知識獲
得のための学習支援ツールとして位置づけ
られる可能性が述べられているのである。 
学習者の既有知識や授業に伴う子どもの

概念変容を、マップを描かせて可視化させる
ツールとして、コンセプトマップが広く用い
られている。我が国の理科教育においてコン
セプトマップは、学習者の科学的概念構造の
評価のために多く使われている。近頃は、学
習者の共同学習を支援するツールとして位
置づけようとする試みが多く報告されてい
る。しかし、学習者の知識獲得のための学習
支援ツールとして位置づけようとする報告
は多くない。加えて、これらの報告はコンセ
プトマップを公立小・中学校の授業において
日常的に活用しようとする視点もない。 
コンセプトマップを書くためには、連想し

たり、想起したりすることに加え、それらの
関連を考えて階層的に書き表す２つの作業
が必要になる。その点ＩＭＴは、連想したり
想起したりしたことを言葉として表す作業
だけで作成できる。簡便な方法でマップ作成
ができるＩＭＴの特徴を活用して学習者の
知識獲得が図れないか、この点が本研究に取
り組んだ問題意識である。 
 
２．研究の目的 
 従来、映像視聴能力や学校教育における授
業評価ツールとして用いられていたＩＭＴ
を、学習支援ツールとして公立小・中学校の
日常の授業においても利用できるようにＩ
ＭＴの適用範囲を拡張させることを研究の
目的とする。 
 
３．研究の方法 
（２０１０年度） 

① 実践研究組織の立ち上げ 
 北海道内小中学校教員９人を含む１１人
体制で実践研究組織を立ち上げた。 
 
② 実践研究のための研修会の実施 
 一学期中に、ＩＭＴに関する理論研修会を
開いた。夏休みに、ＩＭＴ開発者である共同
研究者による理論研修会を行った 
 
③ 実践授業の実施 
 ２，３学期中に、中学校理科、小学校国語、
理科の実践授業を行った。 
 
④ ＩＭＴの学習支援ツールとしての有効
性の検討 
 授業実践に基づき、ＩＭＴの学習支援ツー
ルとしての有効性を質的に検討を加えた。 
 
⑤ 研究成果の公開 
 研究成果をまとめた学術論文を２報報告
した。研究成果をまとめた学会発表を３回行
った。 
 
（２０１１年度） 
① 実践研究のための研修会の実施 
 一学期中に、ＩＭＴに関する理論研修会を
開いた。11 月に、ＩＭＴ開発者である共同研
究者による理論研修会を行った。2 月には、
年度末の総括のための研修会を行った。 
 
② 実践授業の実施 
 小・中学校理科、小学校国語の実践授業を
行った。小学校総合的な学習の時間における
実践も行った。 
 
③ ＩＭＴの学習支援ツールとしての有効
性の検討 
 授業実践に基づき、ＩＭＴの学習支援ツー
ルとしての有効性を質的に検討を加えた。 
 
④ 研究成果の公開 
 研究成果をまとめた学術論文を 4報報告し
た。研究成果をまとめた学会発表を 7回行っ
た。 
 
（２０１２年度） 
① 実践授業の実施 
 小・中学校理科の実践授業を行った。 
② ＩＭＴの学習支援ツールとしての有効
性の検討 
 授業実践に基づき、ＩＭＴの学習支援ツー
ルとしての有効性を質的・量的に検討を加え



た。 
 
③ 研究成果の公開 
 研究成果をまとめた学術論文を１報報告
した。研究成果をまとめた学会発表を３回行
った。これまでの研究成果を報告書にまとめ、
近隣の小中学校教師に配付した。 
 
４．研究成果 

小学校及び中学校の理科授業において、イ

メージマップを学習支援ツールとして授業

中に活用できることが明らかになった。小学

校国語については、説明文単元、作文及び詩

の単元において、イメージマップを学習支援

ツールとして授業中に活用できることが明

らかになった。 

これらのことからＩＭＴは、学習支援ツー
ルとして公立小・中学校における日常の理科
授業及び国語授業の一部の単元においても
利用できることが分かり、ＩＭＴの適用範囲
が広がった。 
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